
－ようこそ 復活教会へ－ 

 

設計：ヴォーリズ建築事務所 

宣教師として来日した、ウイリアム・メレル・

ヴォーリズは近江兄弟社をはじめ多種多岐に亘

る事業を行い、その中でも建築はそのモダンさ

ゆえ今でも多くの方を魅了しています。 

日本福音ルーテル教会にもヴォーリズ建築事務

所により設計された教会がありますが、復活教

会は献堂当時を維持する数少ない教会です。 

戦後物資の乏しい中建てられたため華美ではあ

りませんが、会堂内からみるステンドグラスの

十字架は、夕刻に眩いくらいに光り輝きます。 

教会の扉は 

すべての人に開かれています 

 

 

主日礼拝 

毎日曜日  午前 10 時 30 分 

 

 交通のご案内  

・ＪＲ/大曽根下車（南出口）徒歩 10 分 

・地下鉄/名城線大曽根下車徒歩 15 分 

・名鉄瀬戸線/森下下車徒歩 5分 

・基幹バス/徳川園新出来下車徒歩 10 分 

・市バス/徳川町、徳川町六丁目下車徒歩 5分 

日本福音ルーテル教会は、キリスト教会(プロテスタン

ト)です。統一協会、エホバの証人(ものみの塔)、モル

モン教とは一切関係ありません。 

   
 

 

 

 

 

〒461-0023 名古屋市東区徳川町 2303 

Tel＆Fax (052)935-7716 

日本福音ルーテル教会 東海教区 

復活教会 



－教会はキリストのからだ－ 

 

ルーテル教会 

                 1517 年、マルチン・ルター 

                 の宗教改革により生まれた、 

                 プロテスタント教会で 

                 最も古く最大の教会です。 

 

 

                （マルチン・ルター肖像） 

 

日本福音ルーテル教会 

1892 年、アメリカ人宣教師により宣教を開始、

翌年の復活祭（イースター）に最初の礼拝を

行いました。 

まだ約 120 年の歴史しかありませんが、 

全国に 140 を超える教会・礼拝所があり、 

主日礼拝を守り続けています。 

 

日本福音ルーテル復活教会 

1928 年（昭 3）、『大曽根講義所（その後 

「大曽根教会」と名称変更）』として名古屋

市の大曽根地区の伝道を開始しました。  

戦争そして礼拝堂の焼失という悲しい事実

を乗り越えて、1953 年（昭 28）の復活祭 

（イースター）に、まさにキリストのご復活

の様でありたいという希望から、今の 

『復活教会』として再献堂しました。 

－主に仕えられ、主に仕える－ 

主日礼拝 

教会で重要なのは毎週日曜日に行われる礼

拝です。礼拝は神を讃美し、祈り、み言葉と

恵みを受ける時です。礼拝は一人よがりの 

讃美、祈りにならないために共同で行われる

のです。礼拝という言葉は｢仕える｣という意

味を持ち、まず神が主イエスにより私たち 

に仕えてくださった。それによって、わたし

たちは主に仕え、神に讃美をささげます。  

 

－み言葉の説教－ 

説教 

説教は礼拝の中心の一つで、定められた聖書

の日課、神のみ恵みの説き明かしです。主が

私たちに関わり、語りかけてくださるのです。

説教は単に聞くのではなく、その奥に聖書の

み言葉に秘められた神のみ心を聞き分け、神

の思いを知ることです。 

 

－キリストを信じる信仰のもとに－ 

祈り 

祈りは神との対話です。神を知ることのでき

た喜び、すべての事が神によって守られてい

ることの感謝を祈り、そこから生まれる讃美

と力強く歩んでゆく力も、また祈りです。神

を敬い祈るほどに自分の小ささが見えてきて、

わたしたちは更に祈るのです。 

－主にあってひとつ－ 

礼拝はだれでも参加できます。わたしたちが

神を選んだのではなく、神がわたしたちを選

んで下さったのです。神のみ前に立つことは、

わたしたちの決心に先立って与えられた神

の導きであり、神のみ業です。ですから何の

資格も資質も心配も必要ありません。どうぞ

お気軽にお越しください。 

降誕祭（クリスマス）（12 月 25 日） 

復活祭（イースター） （春分の後の最初の 

満月の次の日曜日） イエス・キリストが 

十字架上で死なれ、3 日目に復活されたこと 

を祝う日です。 

 

－神の召しに応えて－ 

奉仕 

神の無償の愛を知り、隣人と共に生きること 

を目指します。 

結婚 

結婚式では、神のみ前で、同時に会衆の前で

互いに愛を誓い、約束を交わし、その上に神

の祝福が祈られます。 

葬儀 

葬儀そのものによって、死者が救われたり、

天国に行ける訳ではありません。 

遺された者が信仰において葬り、共に生きた

ことを感謝し、記念するものです。 

 


